























































徳島藩士長井琳章の長男にして弘化 2 年 6 月 20 日生。 
妻 シユーマヅヘル 西暦 1862、10 生（文久 3 年生）独逸人テレーゼマリヤマンデ、シニ
ー、マツヘル長女 
男 亜歴山 明 20、１生、法学士 
婦 多計代 明 24、5 生、長男亜歴山妻、男爵目加田種太郎五女、御茶水高等女学校出身 
男 維理 明 25、5 生 
女 エルザ 明 21、4 生 
弟 平吉 安政 2、12 生 
















義伝』の巻末年表によると、明治 33 年（1900）に 6 月 13 日に徳島県に出張、翌 34 年 6 月
6 日にも徳島県出張、大正 11 年（1923）4 月 14 日に徳島市千秋閣に於ける日本薬学会総会
に出席、大正 14 年（1925）10 月に徳島高等工業学校開校式に臨席、昭和 2 年（1927）4 月
に徳島に墓参となっている。ただ、明治 17 年（1884）における帰国後の徳島訪問と、昭和
2～3 年（1927‐28）のドイツ訪問後、昭和 3 年（1927）5 月に帰郷したことについては、
この年表には出ていない。 
 そのうち明治 34 年（1901）の来県に際しては、阿波藍製造販売組合の招聘で講話会を連
続で開いている。「長井は阿波藍の衰微を痛嘆し、阿波藍から酵素の作用によって藍分を抽




た阿波藍の新製造伝習所の生徒を対象に、明治 34 年（1901）7～8 月に計 6 回開催されたも
のである。 
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第三回 7 月 31 日午前の講話：「植物と元素及其作用」「物質的変化（水素と酸素）」「物質
的変化（金属元素）」「物質的変化（硫黄）」「有機性肥料と無機性肥料」「肥料の応用及選択」 
第四回 8 月 1 日午前の講話：「物質的変化（窒素と燐と珪素）」「物質的変化（炭素）」 
第五回 8 月 2 日午前の講話：「藍の種類及採収方法」「新製法の発明と先輩の学説」「新製
法と酸化の理由」「変則法」 
第六回 8 月 2 日午後の講話：「染料藍の種類及藍色テール色素」「発酵建と其使用」「便益
 
8 同書、180 頁 
9 同書、180 頁 














新聞での報道では、徳島新報、明治 33 年（1900）7 月 29 日に、 
「阿波藍製造販売組合の招聘で第 1 回講習会 7 月 27 日から 4 日間、第 2 回を 7 月 29 日
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びに代議員に選出されたとき(大正 9 年（1920）)である。組合が大正 10 年（1921）7 月 26
日に長井日本薬学会会頭を招き、千秋閣で講演会を開いた。700 名の来場者で大盛況だった。
その際に、久三郎と長井は出会っている。 





また同年 6 月 18 日に組合総会が開かれ、翌年 4 月に徳島市で日本薬学大会ならびに四国
四県連合化学工業品共進会の開催を決議した。 
大正 12 年（1923）4 月 14 日、徳島市で日本薬学大会が開催される、県が全面支援、県議
会の議決を経て総会費 5～6000 円を支出している。長井も出席している。薬学総会は県立
 
18 同書、345 頁 
19 同書、345-346 頁 
20 富田製薬株式会社社史編纂室、前掲書、24-25 頁 










昭和 2 年（1927）、長井は富田久三郎を伴ってドイツに旅立つ。5 月 12 日、長井長義、亜
歴山夫人多計代、令孫百合子、嶺子、貞義、正義、輝子、松井紀つ、羽島、大日本製薬専
務取締役瀧野勇、西野敏太郎、富田久三郎の 12 名で渡欧した。ちなみに、大日本製薬は長


















 昭和 2 年（1927）12 月 15 日 「富田久三郎翁帰る」「12 月 18 日に帰朝祝賀会（鳳鳴閣）」 
昭和 2 年 12 月 17 日 「富田久三郎翁の出迎」「海岸一面に一山を築いた」 
とあり、久三郎が鳴門で熱烈な出迎えを受けたことがわかる。 
 
22 同書、86 頁 
23 同書、115 頁 
24 同書、115 頁 
25 同書、118 頁 
26 同書、118 頁 
27 富田実「富田久三郎翁とドイツ兵俘虜―板東収容所時代の純ドイツ式牧舎について―」『青島戦ドイツ
兵俘虜収容所』第 9 号、2011 年、28 頁。参考：松尾展成「日本語文献から見た『ドイツ牧舎』（徳島板東） 
指導者クラウスニッツァー」『岡山大学経済学雑誌』34（3）、2002 年。船本宇太郎・松本清一『ドイツ
俘虜の家畜管理と酪農の草分け時代』三愛酪農部、1968 年 





一方、欧州視察から帰った長井は昭和 3 年（1928）5 月に帰県している。富田家に宿泊す
る。久三郎が同行し、徳島高等工業学校も訪問している29。 
ただ、長井はこのドイツ訪問の前にも欧米旅行をしていた。新聞報道によると、徳島日






 徳島日日新報の大正 14 年（1925）10 月 13 日の記事には、徳島高等工業学校開校式で、
薬業講演、長井長義「輓近化学の進歩」とある。 
これは、大正 14 年 10 月 16 日 徳島高等工業学校開校記念式典に長井が来徳したときの
記事である。千秋閣で祝賀会が開かれている。このときの「製薬講演会 3 博士」の一人が
長井だった。長井は富田邸に宿泊している。 







 長井のドイツ訪問後の徳島帰郷については、徳島毎日新聞 昭和 3 年（1928）5 月 13 日
には、「長井博士一行来撫 富田製薬場を訪問」とあり、撫養の富田邸からその後、偕楽園
の歓迎宴に向かったとの記事がある。 










29 同書、120 頁 
30 金尾、前掲書、353 頁 
31 同書、353 頁 






和 29 年（1954）11 月 27 日で、息子の亜歴山が列席している。胸像は後に昭和 48 年（1973）、
徳島大学薬学部開設 50 周年を記念して、同学部内に移転され、関連史料とともに展示され
た33。 



























































している。企画展として、「第 5 回特別展 徳島の偉人 長井長義展示会」（2013 年 4 月 22





 亜歴山ら子どもたちについては、徳島県製薬協会『創立 25 周年記念 徳島県製薬史』昭
和 50 年（1975）によると、 
「亜歴山は明治 20 年 1 月生まれ、東京帝国大学法科大学を卒業した法学士で、かって外
務省に勤務して永く外地に在任し、長女エルザは明治 22 年 4 月に生れ、北米合衆国のマー
クティックバンネルに嫁したが、昭和 3 年の頃に未亡人となっており、次男維理は明治 25
年 5 月に生れ、東京帝国大学理科大学を卒業した理学士である」37 
 
35 https://www.tokushima-u.ac.jp/docs/2013050200014/files/nagai.pdf 2021 年 2 月 22 日アクセス 
36 鳴門市大毛島の花見山「心の手紙館」ホームページ https://www.hanami-yama.com/welcome/index.html 
2021 年 2 月 22 日アクセス 










朝日新聞、大正 5 年（1916）9 月 19 日「チョコレートに包む愛の言葉―長井博士愛嬢の恋
婿来る ▽30 日に結婚式」（シカゴ市のディック・バンネル氏。数年前にシカゴ大学野球チ
ームのマネージャーとして来日） 
朝日新聞、大正 8 年（1919）4 月 28 日「アメリカからお里帰り（長井博士の令嬢エルザさ
ん）長井、エルザ、バンネル、維理、テレーゼが写った写真付き 
朝日新聞、大正 10 年（1921）9 月 2 日「総銀髪の長井博士引退 引退する長井博士―子等
から贈物の新築の応接で」「エルザさん達が記念の為めに新築して呉れたという米国流の洋
館」 




































久馬一剛「農学分野日本初の博士は長井新吉か」『近創史』No.11, 2011 年 
渋谷雅之『阿波の偉人伝 長井長義』阿波銀行、2016 年（第 41 回とくしま出版文化賞受賞） 












ドイツ兵俘虜収容所』第 9 号、2011 年 
長井長義、阿波藍同業組合編『長井長義氏講義録、私家版』、1901 年 
の原博武『この人長井長義』CREATIVE BOOK 首都圏人 No. 9 、ヒューマン・クリエイティブ、
2008 年 
「長井長義」パスファインダー、徳島大学附属図書館（依岡作成） 







三木与吉郎編『阿波蘭譜 精藍講演』三木産業株式会社刊、1971 年 
